
Ⅲ 京内寺院の調査

薬師寺中門の調査

薬師寺中門跡の調査 は、1954年 に浅野清氏をはじめとす る諸先学によって部分

的な調査が行われたが、このたび中門の建物復原に際 し、全面的な調査を行 うこ

ととなった。発掘区の面積は、中門全域 と南面東回廊の一部を含む計 670r。

中門の遺構

建物・ 基壇規模 中門の遺構面は、遺存の良好な箇所で現地表下約 45c14に あ り、

平均約 50 cmの 基壇上が遺存 していた。礎石はすべて抜き取 られているが、各々の

礎石抜取穴の中に数個の根石を検出 した。

これ らの礎石抜取穴か ら明 らかとな った中門の建物規模 は東西 24m(81尺)南

北 7.4m(25尺 )で 、桁行 5間 、果行 2間 に復原できる。柱間寸尺は、桁行中央

3間 が 17尺等間、両端間が 15尺等間、梁行が 12.5尺等間である。 この寸法 は、

1954年 の調査 によ って得た成果 と一致 し、長和 4(1015)年 に製作 された『薬師

寺縁起』 (以 下『縁起』 と略す。)の 記載寸尺の うち、桁行寸尺「長五丈一尺」と

相異す ることを再度確認 した。

基壇は西端の礎石抜取穴以西が現代の池によって大幅な撹乱を うけているうえ

に、後述す るように外装の凝灰岩 も圧倒的に後補の ものが多 い。 しか し、その平

面規模 は東西 27.53m(98尺 )、 南北 13.32m(45尺 )に 復原で きる。従 って、建

物規模 を考慮す るな らば、基壇の出は平方向が 10尺 、妻方向が 6尺 となる。

また、平面規模の確認に加えて、今回は断割調査 によって基壇の築成状況を把

握 した。その結果、基壇は全域 に及ぶ掘込地業を行わず、整地 した地表面の直上

にやや不規則な版築工法によって築成 していることが判明 した。 とりわけ築成途

上で、礎石据え付 け位置にあたる部分を広範囲にわた って掘削 し、 ここに大量の

瓦で根がためを行 っている。同時にこれ らの工程に、明確な修復の痕跡は認め ら

れない。従 って、今回の調査で確認 した建物及び基壇規模が創建当初を伝えるも
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のと考えて、ほぼ大過ないであろう。

基壇外装 基壇回わ りの凝灰岩化粧 は、北面では一部遺存す るのみであるが、南

面では比較的残 りが良好である。 しか し、それ らの大半は規格 、積み方が ともに

不揃いで 、後補の ものである可能性が高い。 とりわけ基壇東南隅部の凝灰岩 は、

転用材であるうえに裏込めには焼上を混 じてお り、 F縁起』 に記す天禄 4(973)

年の火災焼失後、再建時に積みかえた もの と考え られ る。唯一創建当初の基壇化

粧 として、南面の東か ら 2間 目に 4個 の凝灰岩列を検出 した。 この裏込めは均一

な黄灰砂質上で、焼土などの混入 も認め られない。またこれ らの凝灰岩の上面に

は、風化 してはいるものの、縦 6 cm、 横 6 cmの 面 とりが認め られ、地覆石 と羽 目

石 とが一石の造 り出 しであ

ったことを示 している。

石階 石階の痕跡 と して、

中門の中央 3間 の南面に長

さ5mに わた って、幅約 27

cm、 厚 さ 5 cmの 板状の凝灰

岩列を検出 した。 これは先

述の創建当初の地覆石列 に

対応 し、創建時の石階第 1

段 目の踏石の底部が遺存 し

たもの と考え られる。 これ

によって石階は踏面が 27 cm、

蹴上げが21 cmの 4段 に復原

し得 る。従 って基壇の高 さ

はおよそ80 cmと なる。

この石階の南には、石階

の東西幅員に呼応 して、薄

い凝灰岩の敷石遺構が存在
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す る。遺存状況はかな り不良で、南大門か ら中門にかけての舗装敷石の底部が遺

存 した ものであろ う。

また、中門の中央間に相当す る部分で、基壇に対 して南折 して存在す る縦 10cm、

横 1 5clll、 長約5 0cmの 1対 の凝灰石を検出 した。 この 2つの石は、 位置及び形状か

ら石階の耳石の残閾 とも考え られ るが、創建当初の石階第 1段 目踏石 より更に高

い位置に存在す る。従 って当初中央 3間 であ った石階を、後 に中央 1間 に縮少 し

ている可能性がある。

台石 。台座 中門の前面両端間のほぼ中央部で、礎石様の花南岩 2対 を基壇土に

覆われた状態で検出 した。 この石は直径 80 cm、 短径 70 cm、 厚 さ 70 cmの 上面の平

らな不整球形で、上面の中央には、径 25 cm、 深約 30 cmの 納 穴 が うが たれている。

この 4個 の柄穴の中か らは焼土 とともに約 200点 の塑像の断片が出土 した。 また

同 じく中門前面両端間 に、この石を L字形にとり囲む幅約 90 cmの 凝灰 岩 縁石列

を検出 した。 この石列 は基底部が部分的に残存 し、縁 ど られた内部に紛末状の凝

灰岩が堆積す るのみで、遺存状況はそれほど良好ではないが、縁石列の外縁は柱

通 りよりやや内側に位置 し、中門の建物構造 とは直接関係のない内部の装飾的施

設であろうと考え られ る。すなわち『縁起』か らは、中門に二王像をは じめ計 16

然の仏像が安置 されていた ことが知 られ、この 2対 の石 とL字形の凝灰岩列は、

前者が三王像各足の台石、後者がそれ以外の仏像の安置 されていた台座 と推定 さ

れ る。そして台石の柄穴から出土 した焼土 と多数の塑像の断片を考慮すれば、『縁

起』に記す天禄 4(973)年 の火災焼失以前の二王像は塑像であ った可能性が高

いと言え る。

雨落溝 中門及び回廊 の南面には、雨落溝の遺構 と考え られる玉石列及び凝灰岩

列が重複 し、加えてある時期の洪水 を物語 る厚 い砂層や、天禄 4(973)年 の火

災を示す焼土層が堆積す るなど、複雑な様相を呈 している。 しか し、天禄 4年の

火災を介 して 、南面雨落溝は概ね 2時期存在す ることが判明 した。

創建当初の姿を復原す る遺構は検出できなか ったが、地覆石列、石階 との関係

か ら考えて、おそ らく創建時には南面雨落溝は存在 しなか ったと考え られる。 そ
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の後 、径 30～ 40 cmの 上面の扁平な玉石 と板状の凝灰岩で雨落溝を敷設す るが、

基壇化粧の下層にまで及ぶす り鉢状の厚い砂の堆積層が示す ように、ある時期大

規模な洪水の影響を受 けている。これにより雨落溝は底石を残 して破壊 され、基

壇化粧の大半 も倒壊 したのであろう。 この砂層の直上 には厚 さ 10 cmの 焼土層があ

り、決水の直後 、すなわち天禄 4(973)年 に中門が火災 によって 焼失 した こと

を示 している。検出 した凝灰岩基壇化粧の大半 は、この後 に積み替えた復興時の

ものである。

再建後の南面雨落溝は幅約 lmで 、基壇据部を径 10～ 20 cm大 の玉石列で補強

し、南岸は径 30～ 40 cm大 の玉石で護岸 している。しかしこの溝は雨落溝としては不

相応なほど広 く、この地域の基幹排水路の機能 もあわせた もの と考え られ る。

北面雨落溝は、部分的に玉石の抜取痕跡を検出 したのみで、大半 は素掘 り溝 と

して検出 した。

また中門北面のやや西寄 りの雨落溝北側で径約 20 cm大 の玉石敷を検 出 した。

1976年 の調査で も西塔の基壇四周 に同様の玉石敷を検出 してお り、 中門の北面

にも帯状の玉石敷舗装がなされていた ものと考え られ る。

回廊の遺構

建物・ 基壇規模 南面西回廊 は、現代の池ですべて削平 されて検出できなかった。

南面東回廊 は、礎石 、礎石抜取穴、及び基壇地覆石列、南北両雨溝等を検出した。

今回検出 した遺構か ら、南面東回廊の建物 、基壇規模 は、桁行 12～ 13尺、梁

行 2間 、 10尺等間の複廊で、基壇の幅員が 33尺 、従 って基壇の出は 6.5尺 に佼

原できる。 この うち桁行方向の柱間寸尺については、 1968年 に行 っ た東面回廊

の調査 で 14尺であることが 判明 してお り、今回 の調査結果 と相異す る。また、

1969年 の調査 で明 らかとな った南面西回廊の礎石抜取穴 と、今回の中門 との位

置関係か らも、やはり 14尺で割 りつけることは不可能である。 それ故、おそらく

中門の両脇 において柱間寸尺の調整を行 った ものと考え られ る。

また、回廊基壇は中門基壇に対 して勾配を もって とりつ くことが判明 した。そ

の理由として、まず第一に両者の とりつき部の断面上層観察の結果 、両基壇の間
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に明確な高低差が認め られないこと、第二に回廊の地覆石列が、中門 との とりつ

き部か ら回廊の 2間 目に至る区間で、東 に向 って 1.6%の 急勾配で下 っているこ

と、等三に中門か ら数 えて 2間 目の回廊の礎石抜取穴が一様 に約 50 cmの 深さをも

つのに比 して、第 1間 目の礎石抜取穴が削平を うけて基底部を遺存 させ るのみで

あることなどを指摘 しうる。同時に南面東回廊西南端の柱位置では、根石 とその

東の掘形に落 しこまれた厚 さ 65 cmの 礎石を検出 したが、両者を旧状に復原するな

らば、中門基壇の復原高よりやや低 い位置に相当す ることも、その傍証 となる。

なお、この礎石か らは回廊の柱の直径を凡 そ 45 cmに復原することが可能であ る。

基壇化粧 検出 した基壇化粧はす べて地覆石列で、凝灰岩が用 い られている。全

体的に摩滅が著 しいが、中門 との南面 とりつき部 においては明確なつ くり出 しの

ある地覆石 とその前面 に転倒 した長辺 95 cm、 短辺 70 cmの 羽 目石 とを検出 した。

これによ って、中門の地覆石 と羽 目石 とが一石か ら成 るのに対 し、回廊では別の

石材を用 いていた ことが判明 した。 これ らの基壇化粧 は、後述す るよ うに洪水や

火災の影響を受けて一部欠失 したり転倒 した りしているが、概ね創建当初の姿を

伝えるものである。

雨落溝 北面雨落清 は、最近の撹乱を受 けているため明確な痕跡を検 出 し得なか

った。

南面雨落溝の変遷 は、ほぼ中門のそれ と呼応 している。すなわち創建当初存在

しなか った南面雨落溝 は、天禄 4(973)年 に相前後 して発生 した決水及び火災

の教訓を得て玉石列で敷設 されていることが判明 した。 しか し、中門のよ うに創

建後、洪水 にみまわれ るまでの期間に雨落溝の存在する時期があ ったかどうかは

不明である。検出 した南面雨落溝の遺構 は、粘質上の整地層に敷設 された径約 30

cmの 南岸玉石列で 、一部欠失 している。 この整地層の下層 には、天禄 4(973)

年の火災を物語 る焼上の堆積があり、その直下 には地覆石列下層に及ぶ厚 さ40cm

の砂の堆積層がある。 この砂層 によって地覆石列は一部南に転倒 してお り、中門

南面と同様に火災焼失直前に、この付近が大規模な洪水の影響をうけたことを示す。

火災後 に敷設 された雨落溝の上層 は、凹凸の激 しい厚 さ 30～ 50 cmの 砂で覆わ
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物遺

れてお り、再び洪水 によ って基壇の大半 と雨落溝の一部が破壊 されたことを示す。

その後は基壇は構築 されなか った と考え られるが、回廊礎石はなお遺存 していた

であろう。

また、南面雨落溝の北約 lmの 位置に もう一条の溝を検出 した。 この溝は幅約

50 cm、 北岸が直方体の凝灰岩列 、南岸は玉石列で、時期的に最 も新 しいものであ

る。1954年の調査では、 この溝 と回廊中軸 との距離 が 12尺 に相当す ることから、

基壇幅 24尺 の単廊の存在の可能性を示唆 している。しか し、これに伴 う北側の雨

落溝は検出 していないし、単廊の存在を裏付ける礎石及びその抜取痕跡等 も、今

回の調査では確認 し得なか った。 しか も従来の各回廊 におけるいづれの調査で も

同様の溝は検出 していない。また、 この溝は複廊回廊の礎石にほぼ接 しているた

め、最終期の回廊 に伴 う雨落溝 と考えることも困難である。 それ故 、回廊の建物

が失われ、基壇 も破壊 された後 、土塁状に遺存 した基壇痕跡の南面に敷設 された

排水溝 と考えるのが妥当であろう。。

まず挙げ られるのは、台石柄穴か ら出上 した約 200点 の塑像断片である。 しか

し二王像の全体的な意匠及び形状を復原 し得 る量ではない。土器の大半は中門、

回廊の南面か ら出土。 ともに雨落溝下層の砂の堆積層か らの出上が多 く、土器の

年代 は 10世 紀後半が多い。雨落溝 とその上層か らは中世土師器、瓦器が多量 に出

土。 この上器の時期差に天禄 4(973)年 の火災を比定す ることができる。

第44図 中門・ 回廊所用軒瓦
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また、複廊回廊の南側雨落溝の北 lmに存在す る東西の石溝か らは、13～ 14世紀

頃の瓦器片が出土 し、 この溝が最終期の ものであることを示す資料を得た。

瓦蜂類で 計 800～ 900袋 出土 し、軒瓦 215個 体 、他に道具瓦、平安期鬼瓦 、近

世鬼瓦等 を含む。なお中門基壇築成時の根がための瓦には圧倒的に本薬師寺式の

軒瓦が多い。

ま と め

今回の調査 は、南面東回廊の一部を含む中門の全域に及び、部分的な調査に終

始 した 1954年 の調査 に比 して得 た成果 も多い。建物基模、基壇規模 及びその構

造、そして基壇化粧の詳細はもとよ り、中門の内部意匠が明 らか とな り、とりわ

け『縁起』に記す計 16然の仏像の安置場所を推定 し得た。しか も、 この うち創建

当初の二王像が塑像であったことをほぼ確定づけた ことは、特筆 に値す るであろう。

また、回廊 と中門との とりつき状況について も明 らか とな った点 は多 く、総 じ

て復原のための貴重な成果を得たといえる。

この うち、特に考慮 しなければな らないのは、中F]の 構造上の問題であ る。先

述の如 く、中門の基壇の出は平方向が 10尺 で、妻方向が 6尺 、切妻造であ ること

がわか る。 しか も梁間 1間分に対す る平方向の基壇の出の比率が 1.25と かなり大

きく、従 って平三斗組では軒を支えるうえで難点がある。む しろ出組の方が構造

的に適 しているといえる。 しか し、奈良時代の切妻造の門遺構で出組構造 を示す

ものには類例がない。東大寺転害門は現在出組の構造を もつが、天平時代 には平

三斗組であ ったことが、昭和修理の際に明 らか とな った。他 に 5間 × 2間 の切妻

造であった ことを想像 させ る奈良時代の門遺構 として、大安寺中門が挙げ られる

が、果間 1間 に対す る平方向の基壇の出の比率が 1.40で あ り、薬師寺中門におけ

る比率よ りも更に大 きな数値を示す。 それ故、即断は避けなければな らないが、

このような規模を もつ奈良時代の門の中には、出組の構造を もつ もの も存在 した

ことを暗に示 して いるともいえる。
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2 薬 師寺 旧境 内 の調 査  第 141-22次

本調査 は、畑地造成 にともな う事前調査である。調査地は薬師寺旧境内の東北

部分 にあた り、秋篠川の西岸 20mの 旧水田である。この地 は従来の研究では薬師

寺賤院推定地の南辺にかか り、平城京の条坊では六条々間の北側溝の推定地で も

ある。 これ らの遺構検出を目的に南北 9m、 東西 3mの発掘区を設定 し発掘調査

した。

調査地の上層は上か ら、①水 田耕土・ 床土、②暗灰粘質上 、③青色粘質上、④

青灰色砂質土 、⑤青灰色粘質上、⑥暗青灰色粘質土 、〇暗灰色砂 となる。③・ ④

層以下南 と北に傾斜す る堆積を示す。②層か らは近世の遺物が出土 したが、③・

④層は無遺物層で あった。③・ ⑥層には中世の遺物が含 まれ、⑦層か らは鎌倉時

代の軒瓦や瓦器が出土 した。

検出遺構は石列 1条である。この石列 SX 01は 7層 中において検出 した もので、

東西方向にのび、両端 は発掘区外 にのびる。石列は挙大の野面石を並べた もので、

直線はなさず 、ゆるくS字状に屈曲す る。発掘区の関係か ら、 この石列の未端を

追求す ることがで きず 、従 ってその性格は不詳である。 その年代は、伴出遺物か

ら鎌倉時代 と見倣せよ う。

なお、石列の下層は、現地表下 2mま で砂の堆積を確認 したが 、以下 は調査不

能で あった。 このため当初予想 した薬師寺関係の遺構 および条坊関係の遺構 は解

明す るに至 らなか った。

1■
‐1■
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第46図 薬師寺旧境内発掘遺構図
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3 法 華 寺 旧境 内 の調 査 (D 第 141-1次

本調査 は宅地造成 に伴 う事前調査。当該地は左京二条二坊九・ 十坪々境にあた

り、昭和 55年 の第 123-4次調査で当該地の西隣を発掘 して、法華寺 と阿弥陀浄

土院を画す る塀 および溝を検出 した。

発掘区の層位 は、耕土、床土、中世土器および木炭を多量 に含む灰褐色砂質土、

灰色・ 黒色粘質上、および地山の灰 白色粘土層 と移行す る。奈良時代の遺構面は

灰色・ 黒色粘質土層である。検出遺構 は、園地 1、 井戸状土壊 3、 溝 1が ある。

東西溝 SD 01は 幅約 2m、 深 さ 0.2～ 0.5mの 素掘で、第 123-4次 で検出 した

法華寺 と阿弥陀浄土院を画す る溝に連なる。 SG 02～ 04は 平面不整円形の園地。

深 さ 0.7mで 、護岸 には径 0.5m以 下の河原石 を用 いるが、 大半 は失われていた。

この園地 は変形 しながら中世まで存続 したようで、SG 04西 側に中世の護岸石が一

部残 っていた。土壊 SK 05～ 07は 一辺が 2～ 3mの 隅丸方形の上壊で、深 さは lm

前後ある。SK 06、 07は SD 01の 溝肩 を切っている。出土遺物 には、多量の瓦、土

器、木器がある。瓦は奈良時代から中世にわたり、軒丸瓦 15、 軒平瓦19がある。うち、

平城宮軒瓦編年Ⅱ期の軒瓦が 4割を占める。他に二彩、三彩丸瓦各 2、 緑釉水波文

”
― 1  蜂 1、 箆描埓 1点がある。土器は土師器64点、須恵器 78

_点 、その他 28点がある。木器は花文を墨書 した有孔円

板 1、 「采女」と記す習書木簡 1、 折敷底板 1、 加工棒・

加工板 26が ある。折敷 はSG 02か ら、他 は SD 01出 土。

今回の調査では、第 123-4次 調査で検出 した法華

寺 と阿弥陀浄土院を画す溝を検出 したが、前回と異な

ま検出できなか った。 しか し溝に近接 し

れてお り、それが中世 まで存続 した こと

)下限の年代は鎌倉時代中期の叡尊等 に

墜 __5mょ
る法華寺復興期 と一致 し、その復興状況の一端を窺

第48図 法華寺旧境内発掘遺構図 ぅことができる。
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法華寺旧境内の調査鬱)

この調査は法華寺地蔵堂建設にともな う事前調査である。調査地は、数年前、

法華寺境内に移 された横笛堂の跡地である。 この地は法華寺東面回廊の外側の位

置に想定 され る。

調査地の上層は地表下 30～ 40 cmがバ ラス混 りの硬 い上で全面 をおおわれて お

り、寛永通宝などを含んでいた。その下 はバ ラス混 り黄褐粘土 (厚 さ10 cm)が あ

り、その上に据えた大小の石か らなる根石状の石組 (径 06～ 0.7m)が あらわれた。

建物の根石であることも考え、発掘区を四方に拡張 して調査 を続 けたが、少な く

とも石組か ら3m以 内には対をなす石組みは存在せず、根石の可能性 は薄 らいだ。

バ ラス混 り黄褐粘上の下 は暗褐土 (厚 さ50 cm)で 、瓦・ 土器など中世遺物 を含み、

その下 は黄褐粘上の地山とな っている。

以上のように石組みの性格はは っきりしない。ただ土層・ 遺物 か らみて、石組

みの設け られた年代 は近世初頭を遡 るものではない。

ところで この石組みは移転前の横笛堂のほぼ中央部にあたる。横笛堂の建築は

元禄年間頃の創建 とみ られているか ら、年代的には石組み との関連を考えさせる。

しか し、横笛堂は床張 りの建物であ り、また本尊の横笛地蔵 も床の上 に安置され

てお り、石組みを、仏像の台座の基礎施設 と考えることも出来難 い。 このような

点か らみて、石組みは、直接、横笛堂 との関連

を もたない もの と思われる。

なお、調査地における奈良・ 平安時代の遺構

については手懸か りを得 られなか った。

■
―

`.サ
＼、

第50図  横笛堂跡地軒瓦
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5 法 華 寺 旧境 内 の調査 偲)第 141-3次

奈良市法華寺町 870番地の塚本宗敬氏所有地 における住宅建設の事前調査であ

る。当該地は法華寺旧境内の西北部に位置す る。現況は庭木の仮植地 にな ってお

り、調査 は西方の隣家 に接す る南北 5m、 東西 1～ 2m、 約 7 Hfの 小範囲に限 ら

れることにな った。

調査区の上層は、上部 0,5mが 宅地のための整地土。その下部 0,5mが古代―中

・ 近世の瓦を含 む遺物 包含 層 で あ り、地表下 lmで灰 白色粘上の地山面に達す

る。地山面で、方 lmの 柱穴 1と 井戸 ユを検出 した。柱穴は、底面に瓦片を敷 き、

中央部 に径 37 cmの 柱痕跡を残す。瓦か ら奈良時代 に属す るものと考 え られる。

この地区に大規模な掘立柱建物のあることが明 らかにな った。調査区北端で検出

した井戸は、下層 の遺物包含層か ら出上 した瓦片か ら中世 以 降 の ものと判断さ

れ る。井戸枠等の施設は全 く遺存 しなか った。

|

第51図 法華寺旧境内発掘遺構図

6 法 華寺 旧境 内 の調 査 は)第 141-6次

店舗付住宅新築に伴 う事前調査 として実施 した もので、調査地は法華寺旧境内

の東端にあた り、東二坊大路西側溝の検出が期 された。発掘区の中央か ら東にか

けて大 きな掘込みがあ り、南北溝の西半部 と思われたが、内部の堆積土に含 まれ

ていたのはすべて中・ 近世の遺物であった。出土遺物 としては、軒丸瓦 6320A

型式 1点 、軒平瓦中世 1点・ 近世 1点 、中・ 近世の上器類数十点がある。

Ｎ

ｌ
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7 東 大 寺 旧境 内 の調 査  第 141-32次

本調査 は社員住宅の建設に伴 う事前調査。当該地 は史跡東大寺 旧境内にあ り、

転害門の北、西面大垣の推定地 にあた る。

この地 は、春 日山山麓か ら西に緩やかに延びる丘陵上 にあ る。調査地の旧地形

の東端 と西端の比高差 は 0。 6mに も及ぶ。 このため、古代か ら今 日迄幾層に及ぶ

整地が繰 り返 し行 われ、調査地西端ではそれが lmに も及ぶ。遺構 は出土遺物 と

これら整地層 との重複関係か ら、おおきく古代、中世、近世、近現代に区分できる。

検出遺構 は、東大寺造営前の旧河道、東大寺西面大垣基底部、同東雨落溝、玉

石組水路 (近 世 )、 土壊群、建物、泉水など多種におよぶ。 ここでは奈良時代の

遺構 に限定 して説明 しよう。

SD 12 発掘区内を東北か ら西南 にかけて斜行する幅約 7mの 旧河道。埋没直前

には幅が 4mに 縮少 し、深 さも 0.3mと な っていた。

SA ll 東大寺西面大垣の基底部。黄褐色粘土の地山面を削 り出 し、その上に暗

褐色砂質上を積み固める。暗褐色砂質土は最大厚 0.3mで あるが、東西幅は両側

が撹乱 され明 らかでない。

SD 10 西面大垣東側溝、幅約 0.35、 深 さ 0,05m程度が残 る。この溝は、大垣築土

の暗褐色砂質土を切 りこむ。その位置は転害門棟通 りか ら約 3.2m東 にあたる。

なお大垣から西の発掘区では近世の撹乱によって顕者な遺構は検出できなかった。

A  _

第52図  東大寺旧境内発掘遺構図
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